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令和５年度 学校経営計画・自己評価書       足立区立関原学校 

校長  吉丸 清昭  

１ 学校教育目標 

〇けんこうな子…心身ともに健康な子を育てる 〇助け合う子…情操豊かで人を大切にする子を育てる 〇よく考える子…よく考え進んで学ぶ子を育てる 

２ めざす学校像、児童・生徒像、教師像 

○学校像 

〇保護者にとって…子どもを通わせて「安心感がもてる学校」 〇在校生にとって…学校生活に希望をもち「わくわくする学校」 

〇卒業生にとって…卒業したことに「誇りをもてる学校」   〇地域にとって…地域の宝だと「大切に思う学校」 

〇教職員にとって…心を一つにして「チームワークを発揮できる学校」 

○児童・生徒像 

〇１秒の言葉…「はい」「ありがとう」「ごめんなさい」等，自分の思いを相手に伝えることができる子 

〇「自分で考え，自分で判断し，自分で行動できる」ことをめざす自己肯定感をもてる子 

〇３つの無言…「無言時静止」「無言ゾーン」「無言清掃」を守って，安全安心な生活習慣を培える子 

○教師像 

〇互いに切磋琢磨し，質の高い３つの『わ』の授業（「わくわくする授業」「わかる授業」「わらいのある授業」）を実践できる教師 

〇発想の転換ができ，それぞれの役割を発揮しながら本来のチームワークを結集できる教師集団 

〇自らのルーティンワークを確立し，働き方改革を推進する教師 

３ 学校の現状及び前年度の成果と課題 
【学校の現状】 

〇児童        ・素直で明るく挨拶がよくできる。学校生活を楽しんでいる児童がほとんどである。９０周年を契機にさらに一体感を育んでいる。 

・学習面では基礎学力の定着が図られている。体力面では国や都の平均値よりやや下回る。発達障害的集団不適応児童も改善傾向にある。 

〇教師        ・経験年数が浅い教員が多いが，授業は足立スタンダードを元に安定した授業を日々行っている。初期対応と情報共有をモットーとしている。 

             ・主幹教諭２名を柱に４名の主任教諭が補佐として各部をまとめ，それぞれの力量を組織チームワーク力として学校力向上に向けている。 

〇保護者，地域 ・本校教育活動に対して理解があり協力的な保護者が多い。PTA 会長を筆頭に本部役員は献身的な協力姿勢である。 

            ・７町会ある。どの町会も本校に対して愛着と協力的態度に満ちている。コロナ禍でも，子どもに対してできることを模索している。 

【前年度の成果と課題】 

〇重点的な取り組み事項－１（学力向上プラン） 
・４月区学力調査通過率は，国語 83.0%→86.8％，算数 85.2%→87.8％と前年度より確実に向上が見られ，目標値を大きくクリアーしている。 
・学力向上アクションプランに示した６項目中，◎：十分達成が３項目，〇：おおむね達成が３項目となり，学力向上の取組として十分な成果を出した。 

〇重点的な取り組み事項－２（豊かな心の育成） 

・９０周年への「心はひと～つ！」のキャッチフレーズを柱に，各種取組の中で団結感が育まれ，異学年や特別支援学級との交流で一体感が培われた。 

・「一秒の言葉」の励行を学校経営方針の第一に掲げ，朝礼を筆頭に事あるごとに啓発した結果，基本的な挨拶とともに言葉で伝えられる児童が増えた。 

・アンケートからも自己肯定感のみが今一歩である。いじめや不登校解消に向けて，組織的かつ家庭との連携強化を図っていくことを継続する。 

〇重点的な取り組み事項－３（体力向上） 

・都体力調査結果から，長座体前屈，５０ｍ走，立ち幅跳び，ソフトボールは上昇もしくは横這いだが，他種目で低下が見られ都の平均値を下回った。 

・サーキットトレーニングを実践継続しているが，新たに持久力，心肺能力を高めるトレーニングを取り入れて総合的な体力向上を図っていく。 



 ２ 

４ 重点的な取組事項 

 内    容 
実施期間（年度） R:令和 

R3 R4 R5 R6 R7 

１ 学力向上アクションプラン ○ ○ ○ ○ ○ 

２ 豊かな心の育成 ○ ○ ○ ○ ○ 

３ 体力向上 ○ ○ ○ ○ ○ 
 

５ 令和５年度の重点目標 
 

重点的な取組事項－１ 学力向上アクションプラン 

Ａ 今年度の成果目標 
達成基準 

（目標通過率） 
実施結果 

（通過率結果） 
コメント・課題 

達成度 
◎〇△● 

基礎学力の定着率向上と授業の
質の向上を図る。 

年度当初 両教科 80%以上 
年度末   両教科 80%以上 

 
  

Ｂ 目標実現に向けた取組み 

新
・
継 

アクション 

プラン 

対象学年 

実施教科 

頻度・ 

実施時期 

具体的な取り組み内容 

(誰が、何を、どのように) 

達成確認 

方法 

達成目標 

（＝数値） 
(いつ・何を・どの程度) 

実施結果 コメント・課題 
達成度
◎〇△● 

１ 

継
続 

朝学習 

(パワーアッ

プタイム) 

全学年 

 

国語 

算数 

毎週 

火～金 

曜実施 

始業前 

１５分 

【指導者体制】担任，副担 

【取組のねらい・目的】 

学習内容の復習，定着 

【使用教材】 

ＡＩドリル，自作教材 等 

漢字テスト 

東京ベーシッ

クドリル 

等 

年間を通じ，

全学年漢字テス

ト正答率を８０%

以上に保つ。 

 

  

２ 

継
続 

放 課 後 補

習 

全学年の 

補習必要 

児童 

 

国語 

算数 

通年 

放課後 

【指導者体制】担任，副担 

【取組のねらい・目的】 

基礎的･基本的な内容の定

着、現学習単元の補充 

【使用教材】 

既習内容のプリント・ＡＩドリル

等 

日々の授業 

単元テスト 

到達度確認テ

スト 

等 

２月の確認テ

ストで国語・算

数共に通過率を

８０ %以上に保

つ。 

   

 

自己評価の際に記入 

 

 

自己評価の際に記入 



 ３ 

３ 

新
規 

校 長 室 検

定 

全学年 

九九 

4 年生 

23 区 

5 年生 

都 道 府

県 

検定 

通年 

中休み 

昼休み 

【指導者体制】 

管理職・学力向上委員会 

【取組のねらい・目的】 

基礎的基本的事項の定着 

【使用教材】 

既習内容のプリント 

合格証・免許状 

校長室での検

定 

九九は各学

級９０％以上 

23 区・都道府

県は各学級の８

０％以上 

の合格者をめ

ざす。 

 

  

４ 

継
続 

夏季補習 

教室 

各学年 

10 名程度

の対象者 

 

国語 

算数 

夏 季 休

業中 

10 日間 

【指導者体制】 全教員 

【取組のねらい・目的】 

基礎的基本的事項の定着 

【使用教材】 

既習内容のプリント・AI ドリル

等 

到達度確認テ

スト 

２月の確認テ

ストで国語・算

数共に通過率を

３%以上アップさ

せる。 

   

５ 

継
続 

ＩＣＴ機器 

活用 

[授業力向

上] 

全学年 

全教員 

通年 

授業中 

【指導者体制】 全教員 

【取組のねらい・目的】 

ＩＣＴ機器を活用し，より質の

高い授業を実践する 

【使用教材】機器・AI ドリル等 

週案簿へ記録 

巡視で確認 

１日１回以上

ICT 機器を活用

した授業を行う。 

   

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

自己評価の際に記入 
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重点的な取組事項－２ 豊かな心の育成 

Ａ 今年度の成果目標 達成基準 実施結果 コメント・課題 達成度 

児童の豊かな人間性を育成する。 
目標実現に向けた取組の実施結果が， 
４項目とも「おおむね達成」以上 

 
  

Ｂ 目標実現に向けた取組み 

項目 達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

「1 秒の言葉」の励行 

・意識調査の「挨拶」の項

目で９０%以上の児童が肯

定的回答 

・保護者アンケートの「挨

拶」の項目で８０%以上が

肯定的回答 

・「はい。ありがとう。ごめんなさ

い。」を基本とした挨拶等自分

の思いを相手に伝えることを学

校経営目標のひとつとする。 

・教職員や児童，代表委員会に

よる毎朝の挨拶運動の実施。 

   

「自分で考え，自分で

判断し，自分で行動

する」を目指した自己

肯定感の高揚 

・意識調査の「自己肯定

感」の項目で８０%以上の

児童が肯定的回答 

・全教育活動に賞賛による啓発

指導の取り入れ。 

・「３つの無言」を遵守し，安全

安心な生活を送る習慣の定着。 

・行事への主体的な関わる機会

の設定と事前事後指導の実践。 

   

集団帰属意識の向上 

（異学年活動・特別支

援学級との交流活動） 

・全学年における交流活

動の実践１００%達成 

・意識調査の「協力的態

度」の項目で８０%以上の

児童が肯定的回答 

・異学年交流（縦割り班）活動の

実施。 

・特別支援学級と通常学級の交

流学習。 

・幼保小連携教育の実施。 

   

いじめ防止 

不登校対応 

・年度末でのいじめ解消

率１００% 

・不登校を減少 

・意識調査の「学校は楽し

い」の項目で８０%以上の

児童が肯定的回答 

・毎週水曜に夕会にて各学年に

人権教育プログラムを用いた人

権に関する研修の実施。 

・年２回全教員での生活指導全

体会を実施し情報を共有。 

・関係機関との連携。 

   

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

自己評価の際に記入 

 

 

自己評価の際に記入 
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重点的な取組事項－３ 体力向上 

Ａ 今年度の成果目標 達成基準 実施結果 コメント・課題 達成度 

自らの健康と体力の向上を目指す児童を育
成する。 

目標実現に向けた取組の実施結果が， 
４項目とも「おおむね達成」以上 

 
  

Ｂ 目標実現に向けた取組み 

項目 達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

体力及び運動能力の

向上 

・都の体力調査で全項目

前年度数値を上回る 

・体育館体育でのサーキットトレ

ーニングの継続。 

・校庭体育での持久力，心肺能

力を高めるトレーニングの導入。 

・持久走旬間，縄跳び旬間の体

育的行事の年間を通じた取組。 

・体力を高めるための環境作り。 

   

体育の授業の質の向

上 

・意識調査の「体育が好

き」の項目で９０%以上の

児童が肯定的回答 

・都の体力調査の数値向

上（前年比） 

・研修等を通した体育科授業に

おける指導方法の改善と，運動

に親しめる環境や用具の工夫。 

・教師へ体育実技研修の実施。 

   

保健及び食育指導の

充実 

・意識調査の「食事」や

「睡眠」等に関する項目

で９０%以上の児童が肯定

的回答 

・生活リズムカードの継続。 

・保健指導や食育指導の充実。 

・養護教諭や栄養士と連携した

授業の実施。 

・保護者会や各種便りを活用し

た保護者への啓発。 

   

校内研修 

体育実技研 

[授業改善] 

・区調査の「学校の授業は

楽しい」の項目に肯定的に

回答した児童８０％以上 

・都の体力調査の数値向

上（前年比） 

・「からだほぐし」領域を基本とした

体育授業の改善を図る。 

・校内研修として「運動技能の向上

を図る指導法」をテーマとした授業

改善について研修を深める。 

   

 

 

自己評価の際に記入 

 

 

 

 

 

 

自己評価の際に記入 
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６ まとめ 
（１）今年度の成果と次年度に向けた課題及び解決の方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）保護者や地域へのメッセージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）その他（学校教育活動全般について） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

自己評価の際に記入します。 

経営計画の策定段階では、このページは行数を減らし

て圧縮したり、ページ自体を削除したりした上で、公

表していただいても差し支えありません。 


